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罾

^

郞

私
は
本
誌
前
，號
にI

「

見
沼
通
船
と
小
山
田
與
淸」

と
題
し
、
、壬
と
し
て
歌
人
小
山
田
與
淸
と
の
關
係
か
ら
見
沼
通
船
事
業
を
紹
介
し 

た
。：：そ
こ
で
も
勿
論
通
船
事
業
の
內
容
に
っ
い
て
多
少
述
べ
た
が
、
こ
X
に
そ
の
點
を
少
し
く
詳
細
に
說
明
し
、
そ
の
變
遷
に
っ
い
て 

述
べ
た
い
.と
思
ふ
0

見
沼
通
船
創
設
時
代
に
如
何
な
る
規
定
が
あ
っ
た
か
に
っ
い
て
は
、——

運
賃
規
定(

後
述)

以
外
に
は
-

—

明
か
で
な
い
。
恐
ら 

く
最
初
は
か
な
り
大
ざ
っ
ぱ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ふ
。
そ
の
た
め
に
い
ろ
く
な
面
倒
な
爭
議
が
あ
り
、
多
く
の
迷
惑
を
蒙 

っ
た
者
も
あ
っ
.た
の
で
あ
ら
ぅ
。
例
へ
ば
他
川
の
船
頭
を
雇
ひ
、
從
來
の
者
と
相
爭
ふ
や
ぅ
な
こ
と
も
起
っ
た
。
そ
こ
で
文
政
十
一
苹 

に
船
主
•
船
請
人
、
船
頭
傲
代
が
相
寄
っ
て
廳
定
證
文
を
作
り
、
通
船
差
配
が
こ
れ
に
奥
印
し
た
。
こ
れ
が
前
號
に
も
屢
4

ロ
及
し
た 

文
政
度
0
議
定
で
あ
る
。

「

_
定
證
文
之
事
：
：

-
 

:
:

 

見
沼
通
船
舟
割
之
_
只
今
迄
1
八
町
會
所
ニ
资
致
、
船
頭
t
大
間
木
新
田
、
下
山
ロ
.新

田

、
，葛

西

領

桑

川

村

、

'鎌
田
村
之
若
共
通
•
 

見
沼
通
船
で
御
宛
運
賃
，

1

0

1

(

七
a：
七)

Y A : . も
卜:ハ n
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'
、見
沼
通
船
す
御
宛
運
實 

.
1
0
ニ 

.

(

七
五
八)

，
.
船發
端
ょ
り
乘
り
來
昨
處
、
當
春
中
船
頭
方
引
合
®
昨
趣
ニ
あ
.差
鰱
、
右

11

付
江
戶
相
糢
川
玉
川
之
船
頭
雇
入
、
川
口
宿
ニ
资
船 

.割
所
相
補
理
、
御
廻
米
其
外
積
立
可
致
、
船
主
方 
一£

取
斗
ニ
及
办
處
、
左
.办
易
文
御
廻
來
稹
入
方
船
操
不
都
合
に
も
相
成
、
村 

ミ
迷
惑
之
義
一
一
付
、
其
筋
ね
被
申
立
昨
處
、
世
話
人
立
入
取
極
、
永
久
船
主
幷
船
借
受
人
船
頭
一
同
勝
手
不
申
出
、
家
業
可
致
對 

談
左
之
通
、

_

:

..

一
船
割
義
是
迄
之
通
、
大
間
木
新
田
八
町」t

あ
船
借
受
人
引
受
船
割
致
、
御
廻
米
其
他
御
用
荷
物
御
差
支
無
之
、
諸
荷
物
運
送
可
致
.

外
事
、 

.

1

御
廻
米V

別

笏

大

切

之

義

！一

 
付
、
璐
決
易
不
致
箸
、
尤
迫
急
之
義
又
文
風
雨
等
打
續
は
日
限
逼
リ
、
船
相
廻
リ
粲
昨
節
、
脬
を
以 

積
廻
し
^
共
、
船
賃
之
義
ハ
前
>
通
リ
船
方
一
一
鈴
引
受
、

村

ミ

^
相
.掛
申
間
敷
、
且
諸
荷
物
共
右
同
様
取
斗
、
勿
論
夏
川
脬
之
義 

文
是
迄
之
通
リ
船
借
受
人
丼
船
頭
方n

笏
相
賄
可
申
事
、

一
御
廻
米
t
勿
論
諸
荷
物
共
運
賃
之
義
t
御
定
も
有
之
義
ニ
付
、
增
錢
等
決
^
相
褂
申
間
敷
^
事
、

當

時

船

、壬

吉

之
助
、
船
借
受
人
茜
藏
兩
人
二
候
處
、
此
上
吉
之
助
方n

澎
勝
手
儘
船
引
上
办
義

致

間

敷

、

芮
藏
方
一
一
资
自
由

-
船 

差
戾
し
^
義
是
又
不
致
•
萬
一
無
據
差
支
等
出
來
办
と
も
、
代
り
之
船
引
受
人
永
久
當
時
之
振
合
相
用
ひ
可
申
外
、
吉
之
助
方
二 

珍
船
^
:
ミ
泣
讓
渡
昨
共
、
此
段
汞
談
之
上
取
極
可
申
^
、
右
文
船
主
幷
船
借
受
人
双
方
親
類
共
一
同
承
知
之
上
取
極
申
砟
事
、

1

船

頭

賃

錢

之

義

文

御

運

上

船

床

三

分

五

匾

引

去

リ

砟

殘

リ

六

：分
五
厘
之
内
一
一
资
甚
藏
方

^
船
頭
ね
五
分
相
渡
し
、
船
頭
Z
船
賃
目 

錢
之
分
得
分
〒
請
取
、
外
ー
1船
頭
銘
と
Z
覺
ケ
年
金
贰
步
宛
請
取
、
其
內
出
精
之
船
頭
V2
金

愛

歩

宛

褒

美

遺

し

、

目
‘
は

材

木

積

立 

之

節

文

、

凡

尺

/

七

八

本

積

，
一
一
為
遠
近
一
一
不
抱
、

貴
艘
一
一
付
錢
八
百
文
宛
質
錢
相
渡

^
義
、
先
規
>
仕
來
り
阼
、
殘
リ
之
分
弗
藏 

得
分
一
一
請
取
可
申
阼
、

且

亦

船

頭

船

修

復

相

成

兼

ぬ

者

有

之

、

船

主

V2
修
復
相
願
^
者
文
夏
川
之
間
、
下
リ
三
分
八
厘
、
上
リ
四

や

4

K

T '
”
家
一
一
一
厘
、

一

 
1、
ん

八

厘

船

頭I

取

、
船

、王
、？

修

援

料

船

床

共

ニ

夏

川

下

-
贰
分
贰
厘
、
专

贰

分

、 

4
fl
h
T ^
h
ぬ
か
や
£
、
J:
'
v'
î̂

M '
%
ぎ
、し
、
P
藏
方
ジ
£
豐
分
五
11
請
取
、
其
外
前
書
五
分
通
リ
之
罔
錢
丼
御
材
木
運
賃
得 

分
、
n
r

x.
船
頭
ぶ
差
出
±
金
威
分
宛
之
內
褒
美
淺
リ
之
分
共
^
藏
方
泣
請
取
可
申
事
、

船
頭
荷
物
大
切
ニ
致
し
、

隱
し
積
不
致
、
出
精
可
致
、

且
徒
黨
相
談
ヶ
間
敷
義
決
鐘
間
舖
、
村
役
其
外
御
公
用
有
之
^
節
、 

別
段
代
リ
之
者
差
出
し
、
船
差
支
炎
资
致
間
舖
办
、
右
<
此
度
世
話
人
立
人
掛
合
納
得
取
極
^
上
ぇ
、
永
久
右
之
振
合
相
用
ひ
、 

船
主
船
株
外
？
ね
相
讓
リ
候
共
、
船
借
受
人
外
？
口
爲
引
受
候
共
、
右
議
定
之
通
リ
相
守
リ
新
規
之
義
爲
間
舖
胙
、
依
之
議
定
一 

札
如
仲
、文

政
十
一
子
年
十
月

i

诏
通
船
过
.御
定
連
貨

佐
內
町
伊
勢
屋
.

‘

舶主吉.之助
印鎌

倉
横
町
嘉
兵
衝
店
吉
之
助
方
ぶ
引
受

當
時
舶
主
利
兵
衞

,

大
間
木
新
.田

船

借

受

人

避
 

藏

大
間
木
新
田
、下
山
ロ
新
田
、葛
西
領
桑
川
村
、鎌E

村

.

大
.間
木
新
田
：

.

舶

頭

惣

代

平 

藏 

下
山
ロ
新
田 

安

右

衞

門

10

三

印印P

m

PP

c

七
五
九)
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見
沼
通
船
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W

御
定
連
貧
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四

C

七
六
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，

見沼井筋附村ネ惣代厂

.

.

#

奈
半
浼
衞
門
御
代
官
：所“

:
武
州
足
立
郡
宿
組

::

..
,
.

名
：：
:'
:
:主
:'
'
.
:
.
與
：

.右 

' 

衞

門

■
印

山
田
茂
左
衞
£
御
.代
'官
所 

.
同
州
同
.郡
片
柳
村

.

, 

同

.

:

藤

次

郞

印

苹
岩
右
膳
御
代
官
所
'

同

州

同

郡

西

山

村

新

田

'

.
0 

.
 

. 

文

治

郞

印

伊
奈
半
左
衞
門
御
代
官
所 

同
州
同
郡
大
間
木
新
田 

世

話

人

.名

，主

利

右

衞

、門
印

大
間
木
新
田

• 

甚
藏
親
類
惣
代
翁

同

.

五

郞

右

衞

門

印

前
書
通
船
取
極
條
承
屆
ル
、
右
之
振
合
を
以
船
主
吉
之
助
船
引
受
人
®
藏
御
用
向
無
滯
相
勤
、
御
運
上
相
納
、
且
村AZ

難
義
不
相
成 

様
可
取
斗
候
、
依
之
奥
印
致
砵
巳
上

通船差配鈴木源蔵印

」

以
上
の
議
定
に
依
れ
ば
船
主
、
船
割
人(

船
借
受
人)

及
び
船
頭
の
.收
入
分
配
は
船
修
織
の
負
撸
が
船
主
に
あ
る
場
合
と
船
頭
に
あ 

る
場
合
と
で
異
な
る
.°
船
頭
に
あ
る
場
合
に
は
船
主
は
三
分
五
厘
.(

全
體
の
三
十
五
バ
ア
セ
ン
ト
の
意
、
以
下
同
じ)

を
採
る
。
し
か 

し
そ
の
.內
か
ら
通
船
差
配
に
贰
分
艽
厘
運
上
と
し
て
支
拂
ふ
か
ら
、
船
主
の
純
所
得
は
暨
分
と
な
る
。

殘
り
六
分
五
厘
の
內
五
分
を
船
頭
、
豐
分
五
厘
を
船
割
人
が
請
取
る
。
船
割
人
は
こ
の
外
に
船
頭
壹
人
に
っ
き
年
に
金
贰
步
徴
集
す 

る
か
ら
、
も
し
費
艘
費
人
乘
と
す
れ
ば
、
船
管
：艘
に
つ
き
豐
歩
、
四
拾
艘
と
す
れ
ば
、
贰
拾
兩
の
收
入
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
唯
そ
の 

內
か
ら
出
精
の
船
頭
に
金
豐
步
宛
褒
美
を
出
す
の
で
、
純
收
入
は
半
額
拾
兩
と
な
る
。
そ
の
外
材
木
運
送
：の
餘
德
が
あ
っ
た
。

船
修
復
が
船
主
に
あ
る
場
合
に
は
夏
冬
、
上
下
に
依
っ
て
船
主
及
び
船
頭
の
#
分
が
異
な
る
。
結
局
修
復
料
は
收
人
の一

分
乃
至
一 

分
七
厘
に
相
應
す
る
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
船
頭
の
所
得
は
四
分
乃
至
三
分
三
厘
と
な
る
。
も
し
當
時
の
船
舶
數
四
拾
艘
が
全
部
使
用 

さ
れ
て
ゐ
た
.と
す
れ
ば
、
四
拾
人
の
船
頭
で
あ
る
か
ら
、
全
收
入
の
一
パ
ア

セ

ン
ト
ば
か
り
'が
船
頭
一
人
の
所
得
に
當
る
。
し
か
し
そ 

れ
か
ら
金
費
步
を
差
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
&
い
。
假
り
に
船
賃
總
收
入
が
年
額
六
百
兩
で
あ
.る
と
す
れ
ば
、
船
頭
一
人
の
年
收
五
兩
三 

步
と
な
る
。
當
時
下
與
の
給
^
:が
四
兩
ぐ
ら
ゐ
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
相
當
の
.次
入
と
見
て
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
0

、

前
號
に
も
引
用
し
た「

見
沼
通
船
發
端
探
索
种
當
時
風
聞
取
調
書」

に
依
る
と
、'
天
保
八
年
頃
に
お
け
る
收
入
配
分
は
次
ぎ
の
如
く 

で
あ
る
と〗K

ふ
。

「

;

囔
時
通
船
褂
リ
合
之
若
共
收
納
之
儀
は
船
賃
取
揚
高
壹
ヶ
年
凡
金
六
百
兩
と
見
、
平
均
步
合
左
之
通 

一
三
分
三
厘 

船

頭

共

三

拾

八

人 

.
此
金
凡
百
九
拾
八
兩
程■

一

豐

-
分

：

■ 

•

: 

船

主

吉

之

助

見
招
通
船
-̂
御

定

運

賃

.
: 

一
 

〇
五

(

七
六
r



見
沼
通
艄
I

產

貨
 

.

. 

1
2
ハ

(

七
六
ニ〕 

此
金
凡
六
拾
兩
程

_ 

:

是
は
船
修
復
料
,
船
道
具
料
と
し
て
同
人
聣
レ
之
、
'尤
其
前
も
船
頭
共
方
に
て
引
謂
一
式
相
賭
候
所
、
ー
昨
.未
年
出
入
巳
來
船
主 

方
に
て
引
請
候 

_

i
，.費
分
五
厘
'
‘ 

船

铆

人

斧

藏

此
金
凡
九
拾
兩
程 

•

,
外
に
船
赍
艘
に
付
金
豪
雨
宛
卅
八
艘
分
都
合
金
九
兩
贰
分
年
々
同
人
取
レ之
候
僙
前
？:
'
よ
り
仕
来
。

猶
乂
御
材
木
衰
艘
に
付
凡
尺
締
七
九
本
積
に
て
船
頭
方
え
錢
八
百
文
相
彼
し
、
引
殘
之
分
同
人
德
分
に
謂
取
來
呻
院o

屌
人
候
溝
は
顏
に
！̂

溢

に

付

，

薨
同
人
方
え
慶
來
I

。

船

獲

一

二

分

屋

凡

書

九

拾

八

兩

程
之
目
錢
同
人
方
え
請
取
來
，
候

.' 

.

-

I

一
贰
分
五
腿
. 

■

差配：高田宗之助ノ
 

此

金

凡

百

五

拾
：！

此
內
傘
六
拾
七
兩
程
御
運
上
と
.し
て
同
人
よ
り
御
上
納
仕
、
其
外
大
間
木
新3

下
山
ロ
新2

兩
村
擇
四
ヶ
所

甚

、

並
北
締
切 

仕
立
取
拂
、
下
蓮
田
村
逃
樋
築
立
、
其
外
井
筋
都
而
.通

船

に

仕

り

霞

は

冏

入

相

勤

來
申
候
' 

外
に
他
诉
よ
り
泊
川
f

g
込
候 

肥
し
船
よ
り
運
上
と
し
て
貳
分
艽
厘
同
人
方
え
取
ぃ
之
。 

.

丨

見
沼
大
井
'^
よ
り
新
芝
川
筋
往
返
之
筏
よ
り
涉
一
と
名
付
運
上
、
是
又
同
人
方
え
‘权
，之
"

江
戶
韩
借
地
町
家
地
代
同
人
方
え
戕
レ
之

右
之
通
响
增
文
政
十一

子
年
印
と
相
覺
、
船
方
.差
繼
候
節
船
頭
船
中
；船
割
人
差
配
並
最
寄
村
ミ
共
一
同
示
談
之
上
取
極
锚
宠
證
ヒ 

夫
、
爲-1

収
替1

有

レ

之

候

由

に

御

座

候

」

こ
の
臀
の
記
述
が
ぁ
ま
り
芷
確
で
な
ぃ
こ
と
は
前
に
も
ー
言
し
て
置
ぃ
た
が
、
こ
の
配
分
額
の
場
合
に
も
、
八
分
三
厘
、
■金
；
百
九

抢
八
兩
に
つ
い
て
は
述
べ
て
ゐ
る
が
、
f

の
一
分
七
駆
、
會

武

兩

をg

落
し
て
ゐ
る
。
即
ち
こ
の
分
が
船
修
復
料
に
當
る
の
で
あ

7 

_
主̂
の
瓦
分
鱟
，刀
金
凡
プ
拾
河
程
を
船
修
復
取
船
道
具
料
と
し
て
ゐ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
寰
分
は
船
床
、
即
ち
沿
主 

株
に
對
す
る
收
入
で
あ
る
。

又
船
雙
收
入
の
說
明
の
と
こ
ろ
に
、「

外
に
船
景
艘
に
付
金
f

宛
册
八
艘
分
都
合
九
兩
s

f

」

と
あ
る
の
は
勘
定
が
合
は
な 

い
。
こ
れ
I

:
雰

づ

、
i

り
で
あ
I

。
そ
し
て
そ
れ
は
金
5

づ
、
船
_

人
か
ら
徵
收
す
る
？

あ
る
が
、
精

馨

に

盡
 

少
褒
美
と
し
て
與
へ
た
た
め
、
騖
含
步
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。.
こ
0

こ
士
は
前
に
霸
し
た
通
り
で
あ
る
。
唯
も
し
か
す
る
と
、

天
保
頃
に
お
ゐ
て
は
、
_

金
の
意
味
は
な
く
f

、
船
頭
f

に
つ
き
金
■

と
し
S

引
勘
定
を
し
て
し
ま
.つ
て
ゐ
た
か
も
知
れ 

な
い
。

か
く
多
少Q

義

は

I

が
、
こ
の
文
書
に
ぎ
て
_
定
證
文
に
は
明
か
で
な
い
簾
差
配
の
所
得
I

細
に
知
れ
る
。
含

入

の 

威
分
五
馨
取
る
以
外
に
、
ひ

肥

し

盤

.上
、g

屋

上

、
翼

借

地

Q

地
代
等
が
あ
る
。
殊
に
最
後Q

地
代Q

收
益
は
舊
大
で
あ 

つ
た
ら
ぅ
。
こ
れ
S

し
て
嚣
に
金
六
拾
七
兩
ほ
ど
Q

S
、
並
び
に
水
路
修
復
§

1

あ
つ
た
。

以
上
の
如
き
收
入
配
分
が
結
局
幾
多Q

紛
擾
の
謹
す
る
主
た
る
原
因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
船
主
は
出
來
る
及
り
I

I
焚 

に
費
用
を
か
け
な
い
で
間
に
合
せ
ょ
ぅ
と
す
る
。
叉
通
船
靈
は
水
路
修
復
を
怠
る
。
船
割
人
は
船
頭
に
.渡
す
べ
き
賃
錢
を
誤
魔
化
さ

る
船
賃
が
享
保
度
に
お
ゐ
て
定
め
ら
れ
た
ま
i

更
し
得
な
か
つ
た
こ
と
が
、
こ
の
傾
向
を
ー
曆
强
化
し
た
原
因
で
I

。
享
保
贫
 ヽ

年
の
御
觉
船
賃
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

見
海
？

御
定
響 

、

• 

、
 

5

七

C

I

)
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沼
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村
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村

 

上

卿

田

村

新

染
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膝

.
子

村
 

宮
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村
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前

村
 

風

渡

野
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作
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深
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木
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宫
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場
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下

木

崎

村 
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木

崎

村

北

袋

村
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下

天

沼

村
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上

天

沼

村 

堀

內

村
 

高

鼻

村
 

下

土

呂

村

マ
0
九
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坑
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文
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拾
八
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拾
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文
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拾
六
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拾
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文

六
拾
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四
拾
壹
文

六
拾
六
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拾
三
文

六
十
九
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四
拾
五
文

七
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四
拾
七
文

七
拾
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文
. 

四
拾
九
文
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拾
七
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呂
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川
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川
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下
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木
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上

靑
木

村 

前

川

村

在

家

村

■

八

.町

堤
 

大

牧

村
 

大

間

木

村 

、
芝

原

村
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會
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一
壹
駄
一
一
付 

乘
合
壹
人
=
付
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同 
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運
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見
沼
通
船W

御
宛
運
賃

一

同

？

I

同 
1

同

.

一
同

一
同

一
同

S
 
.

會

.所

上

平

^
村 

一
同

•
 

:
w
拾
七
文 

七
拾
*:
文

百
捨
セ
文 

七
拾
六
文

莨
货
成
文 

七
拾
.七
：文

百
廿
瓦
文 

A

拾
文 

西
廿
八
文 

八
拾
三
文 

百
三
拾
文 

八
拾
三
文

苗
屋
三
文 

八
拾
逬
文

上

瓦

葺

村 

下

連

田

村 

上

蓮

田

村 

下

関

.戶
村 

中

関

戶

村 

上

閏

戶

村 

駒

崎

村

麗

同 同 同 同

上

平

野

村 

I 

:.

右

之

通

被

仰

付

±
.:

以

上

‘
パ 

'享
保
拾
六
亥
弗
五
月

薪
及
び
材
木
の
御
定
運
實
は
次
ぎ
の
證
文
に
依
つ
て
知
る
こ
と
が
出
來
る
？

「

乍
恐
以
書
付
奉
申
上

1

才

稹

長

資

八

寸

五

寸

三

方

ニ

屋

束
 

一

結

衆

長

右

同

斷

煎

尺

八

寸

糊

Z

愛
駄
付
六
朿
附 

狙 <

 
町
河
,

新
シ
馨
會
所
迄
、
並
束
5

,一
 
付
六
衆
附
-

m

象

t

歡

、

セ百七茛七百七百 
十十拾十十拾十十
五七丑六四三三一
文文 文文文文文文

ニ

〇

(

七
六
六)

 

'上

土

呂

村

，

本

鄕

村
 

今

羽

村
 

砂

村

通

船

會

所

費、
鬼，
ニ、

る、
拾、
萱、
文、
六、
分、
六、
厘、
、-

右
t
才

稹
結
束
共
運
賃
同
樣
ニ
は
座
㈧

此
稹
積
高 

.

船
暨
艘n

付
四
拾
三
駄
積
運
賃
鏺
三
貫
百
三
.拾
四
文
、 

.

1
迖

材

木

長

戒

間

尺

灼

、

但
贰
間
以
上
之
分

V

船
積
難
相
成
、

筏
相
仕
立
中
^

:̂
I
t 

r
先
立
？
大
は
木
^
仔
役
人
傲
代
組
,
五
貞
左
衞
門
並
見
^
通
船
方
橫
請
人
船
主
吉
之
助
一
同
泰
申
上
办
、
今
般
八
町
河
岸
/

.養

地

造

.著

才

罌

粦

は

棠

霧

讓

產

、
大
間
木
新
田
役
人
共
&
靠

1
1

.

之
所
•
轰

變

達

直
 

段
同
様
、
蓄

之

親

逢

支

無

之

證

_

品

、
依
之
此
段
嚮
.を

以

奉

中

忐

、
以
上
、

玉(

天
.保
十
！一

伞)

ノ
十
一
月
七
日
. 

.
足
立
郡
大
間
木
新
ロ
役
人
锻
代

組
頭
五
郞
左
衞

門

懑
焊
岛
濱
町

.忠

沼

通

船

方

JT
-PI
と

力

 

橫

請

人

适

之

P

饼
奈
半
左
衞
門
樣

 

.

御

役

所

:,
、

 

ノ 

.

.

」

御
定
襲
が
励
か
す
-

為̂

出

來

な

い

孝

れ

ば

、
物
慣
が
騰
貴
す
る
に
っ
れ
て
、
そQ

收
益
は
相
對
的
に
減
少
す
る
。
こ
の
場
合 

船
頭
は
多
く
半
ば
西
姓
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
痛
切
に
感
じ
な
か
っ
た
や
ぅ
で
あ
る
が
、
通
船
差
配
並
び
に
船
主
は
.江
戸
人
で
あ
っ
た
か 

見
沼
通
船V

御
定
遝
賃
. 

... 

.. 

1

ニ 

(

七
*

f、
p

•ノ



見
I

船
賃

 

- 

,1:

ニ 一 

(

七
六
八)

ら
、
.そ
の
物
i

貴
の
影
響
は
相
當
大
で
あ
り
、
從
つ
..て
船
舶
の
修
復
、
水
路
，の
袖
修
等
I

V
が
.ち
I

つ
，

そ
の
結
果
は
>
な 

く
と
も
記
錄
の
上
に
は
い
ろ
な
形
で
現
れ
て
ゐ
る
：？

：

'

'

/

第
I

に
船
舶
數

Q

.

H
る
。
四
拾
艘

I

つ
た
通
船
が
天
保
頃

i

一

一

十
八
艘
に
な
つ
て

t

こ
と

1

1

如
く
で
あ
る
が
、 

嘉
I

に
I

と
三
十
ニ
艘
に
減
じ
て
ゐ
る
。 

，

:

「

差
上
申
一
札
之
事

1

見
沼
通
船
都
合
三
拾
笊
艘

右
者
此
度
船
御
吟
味」
！
付
、
霧

|

書

上

途

相

I

御

潇

、
尤
右
船
-一
付
於
川
芩
怪
敷
f

l

 

f

v

\
 

H

ニ
も
可
被
仰
贯
、
勿
論
御
場
御
用
之
節v

右
船
早
速
は
用
相
勤
可
.

e
- 办

、

川

筋

通

，
船

之

儀

ニ

•外
得
'
 
魚
類
殺
生
御
法
度
之
趣
、 

急
度
相
守
可
申
^
、
爲
後
日I
札
差
上
.申
處
依
#
如

件

：
： 

:
/

J

肇

<

2

1十

五

日

， 

，
見
沼
通
’I

■

御
牒
見
頭
取 

条

之

助

 

.
M
' 0

權

兵

衞

.
様」

'

こ
れ
藤
場
取
締
の
こ
占
に
關
し
て
提
出
し
た
變
で
は
あ
る
が
、
明
か
に
船
舶
數
の
減
少
を
示
し
て
ゐ
る
。
船
舶
數
が
減
少
す
れ 

ば

當

囊

f

Q
他
果
都
合
を
生
じ
、
翦

管

揭

げ

た

言

な

，I

が
_

益
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
從
つ
て
そQ

®

に
乘
じ
也

船
が
そ
‘

Q

獨

tH
を
蕾
し
て
進
出
し
、
又
そ
こ
に
#

_
を
惹
起
し
た
。

さ
ら
に
通
船
主Q

利
益
が
少
な
く
な
り
、
有
利
な
事
業
で
な
く
な
つ
た
た
め
に
、
船
靡

が

.
y

戶

人

の

手

を

離

れ

て

、

地

方

人

の

手

に
移
つ
た
。
こ
の
と
と
は
す
で
に
前
號
f

夏
し
て
置
い
た
が
、
次
ぎ€

文
臀
は
明
か
に
船
主
が
地
方
人
に
な
つ
た
こ
と
を
示
し
て

ゐ
る
o 

.

, 

.

.

「

.

以
會
付
願
上
^

+

御
手
先
見
沼
通
船
、
是
迄
靈
S

濱
町
茂
助
店
、
吉
之
助
所
持
船
ヲ
以
、
御
廻
泶
霧
御
用
奉
相
勤
、
崖
船
賃
高
之
內
御
運
上
艽 

分
五k

l

パ
ロ
御
見
張
所
益
納
、
通

船

仕

來

湓

、
右
吉
之
助
病
身11

付
、
此
_

州

足

立

.郡

大

間

木

新

田

字

八

町

組

頭

条

之

功 

枠
榮
之
助
I

も
の
、
吉
之
助
方
へ
養
子il

仕
、
吉
之
助
勤
來
之
通
、
以
來
榮
之
助
I

廻
米
i

■

用
被
仰
付
度
、
御
運
上
無
滯

リ
相
納S

蠻

仕

可

ぽ

一

石

、
御
勘
定
所
農
被
下
、
苇

知

相

饺

霞

il

願

忐

、
费

靡

用

向

客

利

-一
付
榮
之

義
 

{
大
間
木
新
祟
八
町
實
父
含
助
方
へ
同
房
仕
、
御

縈

御

證

共

御

差

I

I

、
御

用

向

大

切

，
一
相

I

I

間
.
巧
I

 

聞

濟

一

一

相

成

論

農

被

下

度

、
' 

依

產

印

を

以

此

篇

5

、
以
上
、
 

• 

. 

•

靈
岸
岛
濱
町
茂
助
店

:

嘉
永
ニ
酉
年
九
月
'

見

沼

通

艄

舟

主

吉

.

之

助

家

主

茂

 

助 

靑
山
祿
平
御
代
官
所
：

武
州
足
立
郡
大
間
木
新
田
字
八
町 

:

:
 

組頭条之助枠，
榮

之

坊

‘ 

伺

人

父

条

之

助
 

右之通相調昨處相違無御座

^
以上、

見汹通艄ミ御定遝貧

二

三

(

七六九

)



見
.褐
通
！

運
貴 

.
1

1
®

(

ビ
七
0)

,:
.
.
: 

.大
間
木
新
田

名
：
：

主
：

㈣

右

‘
 

H 

通船御差配所

 

：」

.

船
主
告
之
助
が
大
間
木
新
田
の
百
姓
条
之
助
の
悴
榮
之
助
を
養
子
に
し
た
形
式
で
，
そ
、の
船
中
：株
を
讓
つ
た
の
に
は
何
等
か
の
理
由 

が
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
明
瞭
に
は
解
ら
な
い
。
そ
の
後
船
主
と
し
て
活
動
し
て
：

Q.

る
の
は
榮
之
叻
で
は
な
く
し
て
、
實
父
条
之 

助
で
あ
る
の
を
見
て
も
、
船
主
株
が
大
間
木
新
昍
の
組
頭
の
手
に
移
つ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
' 前
褐
廳
場
頭
取
に
出
し
た
文
書
に
も 

明
か
に
船
中
：条
之
助
と
記
じ
て
ゐ
る
？
そ
の
後
安
政
ニ
年
に
は
榮
之
助
が
退
役
願
を
出
し
で
ゐ
る
0「

右
榮
之
助
儀
近
來
病
身I

一
 
相
成
、 

御
廻
米
積
請
方
御
用
向
難
相
勤
3

付
、
養
父
吉
之
助
ミ
も
示
談
之
上
、
父
条
之
助
？
免

合

相

勤

塵

被

相

願

± 
ニ
せ
、
右
之
段
其 

筋
ね
中
立

^

處
、
願
之
通
：相
濟
昨
云
し々と

.
申

®
さ
れ
て
ゐ
るo

:

最
韧
か
ら
父
条
之
肋
が
從
蕻
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
實
際
に
は 

何
等
の
變
化
も
な
い
の
で
あ
る
。

水
路
の
修
復
が
十
分
に
行
は
れ
ず
、
そ
の
た
め
に
訴
訟
が
な
さ
れ
た
例
は
煩
雑
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
。
從
つ
て
年
々
の
水
害
は
通 

船
ば
か
り
で
な
く
、
沿
岸
各
地
に
多
大
の
損
害
を
與
へ
た
。
殊
に
安
政
六
年
の
大
洪
水
は
最
も
彼
し
い
打
擊
を
興
へ
た
。
そ
の
結
來
代 

官
屋
敷
に
！：
訴
を
す
る
や
ぅ
な
騷
動
を
さ
べ
生
じ
た
。
こ
の「

大
出
水11

付
離
蹦
調」

を
次
ぎ
に
紹
介
し
て
置
く
。

.

「

安
政
六
未
牢
七
月
廿
五
日
、■
大
雨
大
出
水
ニ
珍
、
上
州
熊
ヶ
谷
宿
近
邊
§
|
€>
權
八
地
藏
.の
土
手
當
リ
百
拾
間
餘
切
込
、
中
条
元 

驮
ょ
り
す
筋
、
忍
領
北
河
原
元
玖
押
流
S
、
其
外
土
手
z 

Z V
不
及
._

一一、
芝

山

村

伏

越

樋

前

後

土

扣

大

破

一

一

相

成

、
お

も

り

土

橋

共 

押

流

さ
逢
、
平
野
河
诗
荷
小
屋
贰
間
半
一
一
七
間
之
棟
管
：
楝

押

流

さ

逢
-
內
宿
村
地
內
ニ
易
流
&
付*

右
大
水
上
筋
ょ
o
押
來
り
办
故
、
 

領
家
村
備
前
堤
洗
ひ
流
き
、
此
邊
彳
綾
溯
川
付
{
不
殘
皆
水
腐
—
相
成
、
瓦
葺
村
迄
用
水
：土
手
七
ケ
.所
切
所
有
之
、
凡
七
ケ
听
ニ 
P

晶

餘

り
-
瓦
_

褂
渡
并
不
殘
浮
上

' 
尤
當
未
春
皆
新
規

ば
普
請n

相
成
.外
故
、
.上
の

方
<
五

間
程

前
姿
ニ
有

之
、
其

餘
の
ト 

尤
根
杭
邦
越
中
扣
共
不
殘
流
逢

''
西
の
方

一一鑫
井

先

5

ハ
間
程
土
手

數
川
中
共
、
深
ザ

一一一丈
余
堀
込
f

流
，̂

幷
渡
井
i

次 

,

l

_

f
、
其
外
く

けQ 
土

蓄

ア

f

流
4

數

不

知

、

芝

：山
•村
伏
越
f

本
共
丸
一
一
新
規
I

一一
 
相

成
、
瓦
葺
村
褂
度

井 

も
裔
樣
新
規
は
普
請！1

浙
成
申
办
、
尤
掘
込
管
卟
場
所

そ
土
扣
叭
4

しむめ
"

普̂
請
一
一
相
成
昨
、
見

沼

邊

t
霞

川
，̂
落
^1、  

大

水
I

昨

得

と
も
、
下

山
ロ
新

田

、

大

間

木

新

田

、

連

見

新

田

、

室

ヶ

村

之

分

4

水

腐
|

成
、
其

外w

平

年

通

リ 

f

一
 

出

來

一

裳

見

之

儀

も

見

沼

杓

« 

t右

三
.ケ

村

斗

ニ1

•昨
、
1

村
褂
渡
井
前
文
之
姿
一
一
相
成
、

通

船

出

來

f

間

、

上 

宵

木

村

地

內

寄

天

刺

橋

惡

水

ょ

り

西

の

方

.ュ

あ

同

村

淸

次

郞

方

申

も

Q

之

地
所
借

請

、
荷
小

屋

贰

間一一
：
五
間
一
一
相
補

理
、
蟲

米

幷
 

.
其

外

諸

荷

物

と

も

同

所

一

一

於

.

I
請
致
し
昨
處
、
格
別
.I
出
無
之
㈧
間
、
無
據
天
神
橋
I

方
，ニ 
a
村

長
吉
|

も
.の
I

致
居 

品

、
此
者
S

冬
ょ
り
三
月
迄
之
間
、
不
殘
上
I

世
話
料
i

し
、
万
夷
荷
小
屋
見
廻
リ
相
賴
震
、
然
ル
處
稼
f

無
之
す 

人
ぞ
_

|

斌-1

付
、
.

.
方
ニ
‘
る

打

立

、

舟

人

以

貸

齡

之

貧

謹

,
一

付

舟

床

半

分

W
兩

鄭

分

勘

弁

致遺
し
、
，
舟

人

.了

立

之

分 

I
■

貢

分

相

納

追

し

的
*
此

分

壹

艘

：
.ニ

付

蠻

兩

ト

三

百

文

程

ッ

，
、
相

褂

リ

I

、
此

分

拾

艘

有

之

-

拾

兩

贰

分

程
、
■舟

床

勘

弁

m

v/
?
f 

f

都
合
舟
人
農
弁
致
遺
し

s

、
I

兩
贰
分
、
勿
論
神
黒
船
御
差
配
、

1
齔
4

ぶ 

知
負
月
ラ
八
5

分
ッ
ヽ
相
納
論
、
右
通
船
替
休
モ
忖
勘
弁
相
願
、
月

豪

M
分
ッ
、未
十
一
：
f

リ
十
月
迄
之

W
、
右 

.贰
兩
黃
八
ノ
ッ
ヽ
上
射
致
籍
勘
弗
二
相
成
：申
ゆ
、

.右
上
納
金
'格

別
勘
弁u

相
成
办
得
共
、

中
Z

以
上
納
金
勘
弁
位
ニ
 

f
余
程
損
毛 

二
相
成
._ 

®

l極
仕
れ
、前

//:

之
.分

相
調
昨
處
、
享
保
年
中
、
見
沼
は
新
田

1!

相
成
：♦
砲
J

讓
皆
休
出
來

f

昨
柄
' 

今 

K

S
度トく申事
.一i

座
昨
、
S

4

十
四
年
頃
之
丙
午
年

r

大
出
水
.
I 

其
外
砂
村 

〜

樋
I

流
逢
出
し
、
輩

4

沼
邊
i

不
i

腐
二
相
成
冲
I

窜 
一一i

昨
、
右
：委
細
書

t
神
田
高
田
小
太
郞
殿
麗
褒
二

I

I

—

 

ニ

五

(
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見
'®
‘通
船w

御
定
連
質
 

M

六

、
ヒ
ヒ

5
 

印

有

之

^

、

誠

：
一

一

通

船

丈

出

來

兼

吣

殊

：
-

1

下
山
ロ
新
田
、
大
間
木
新
田
之
儀V

不
淺
皆
水
腐II

相
成
、
.悉
ク
村
方
難
漉
.ニ
付
、
舟
方 

之
者
鉍
そ
夫
ミ
勘
弁
致
遺
し
外
、
□
分
' 
舟
方
1
1
.無
之
办
者
於
{
極
難
湍
之
者
拾
六
軒
有
之
、
，右
.費

軒

ニ

付

引

割

三

斗

ッ

、
申

罾

砠 

遣
し
I

一一
 
迖
座
^
、
右
舟
方
之
勘
弁
手
：當
共
、
都
合
五
拾
七
八
南
遺
し
ゆ
、：
尤
關
東
筋
大
水
ニ 

i

品
高
直
幷
米
杯
t
兩
ニ
四
斗 

位
：、
引
_

^
斗
四
五
升
位
、
其
外
諸
物
と
も
右
ー
1
_し
高
直
1

5
座
办
、
我
等
方
土
^
所
持
致
居
办
地
面
、
村
方
t
不
及
中

一一、
在 

家
村
、；
□
嶋
村
、
安
行
領
道
合
村
、
浦
和
領
道
合
村
、
右
村A/

出
石
地
所
所
持
致
居
昨
得
共
、
此
分
共
不
殘
皆
水
腐
同
様U

相
成
- 

自
分
ね
殘
リ
之
分
來
百
四
拾
俵
程
損
宅1

一
相
成
申
㈧
、
尤
下
山
ロ
新
田
、
大
間
木
新
田
.之
儀
i
去
ル
巳
年
^
午
未
年
共
水
腐
、
は

撿

. 

見n

相
成
、
西
黄
t
不
殘
水
腐1

一
相
成
申
昨
、
三
ヶ
年
凶
作
打
續
昨
故
、
下
山
ロ
新
田
之
儀
i
大
間
木
村
五
郎
右
衛
門
ヲ
迖
代
官
竹 

组
三
右
衞
門
樣
以
迖
門
訴
一
一
相
成
、
小

前

之

者

^
調
ニ
相
成
,
猫
幷
宮
本
新
昍
佐
右
衞
門
兩
人
1ー
る
扱
入a

立
人
、
此
分
.

u

1>
も
.损 

毛

し

^

、!_

筆
者
の
署
名
は
な
い
が
、
文
面
か
ら
推
し
て
舟
、

K

条
之
.助
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
？
通
船
不
能
と
な
っ
た
の
が
一
一
间
あ
っ 

た

と

^

ふ

最

初.の
分
は
安
政
六
年
か
ら
七
十
四
年
前
の
丙
午
の
年
と
云
ふ
か
ら
、
.天
明
六
丙
午
年
で
あ
ら
ぅ
。
田
沼
意
次
が
劃
策
し
た 

印
旛
沼
疏
水
工
事
を
破
壞
し
た
大
洪
水
で
あ
ら
ぅ
。
安
政
に
な
っ
て
か
ら
三
年
の
大
風
雨
大
出
水
は「

安
政
風
聞
錄」

な
ど
で
頗
る
著 

名
で
あ
る
が
，
.そ
の
際
に
は
通
船
は
不
可
能
で
な
か
っ
た
ら
し
く
、
却
っ
て
こ
の
.六
年
の
出
水
が
見
招
通
船
に
は
大
損
害
を
與
ベ
た
の

で
あ
つ
た
。

序
で
に
と
.の

記

錄

中

特

に

こ

、
で

法

意

す

べ

き

點

に

っ

い

て

一

言

し

て

置

く

。

そ

れ

は

船

主

が

通

船

差

配

に

對

し

、

月

'

兩

萱

分

で 

請
負
っ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
船
差
配
：の
得
分
と
比
較
し
て
見
る
と
次
ぎ
の
如
く
に
な
る
。
差
配
の
收
入
額
は一

年
十
二 

ヶ
月
と
す
れ
ば
年
額
九
十
九
雨
、
_
年
十
三
ヶ
月
と
し
.て
も
百
七
兩
壹
分
に
過
ぎ
な
い
。
前
揭
の
船
賃
年
收
六
百
雨
と
し
て
そ
の
贰
割
_

i

l

l

l

拿

1

1

1

1

一

分

昼

f

 

I

も」

i

產

證

裏

藝

五

T

ク
に
近
い
額
と
す
I

I

、
船
賃
總
收
入
は
三
百
九
拾
六
兩
乃
至
四
百
I

九
f

l

。
こ
れ
に
依
っ
て
見

备

見

1

船

ミ
 

〖

は
ゼ
價
騰
貴
に
依
っ
て
？

的
に
減
少
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
藝

的

茫

減

じ

た

こ
と
に
な
る
。
も
し_

S
.

K
Q

襲

に

我
 

っ
て
そ
の
得
分Q

11

割
五
步
|

じ
た
と
す
I

ら
ば
、
.そ
れ
は
見
沼
露
の
收
益
養

際
に
少
な
く
な
っ
た
こ
i

證
據
立

て

る

も

上
述
の
如
き
狀
態
に
ぁ
り
、
殊
5

業

期

の

急

激

な

る

物

價

雲

は

必

然

御

定

賃

錢

の

.値

上

げ

を

要

求

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

又

ぬ

船

差

れ

嘉

f

 

I
得
な
か
っ
た
。
證
ニ
年
十
月
次
s

f

1

雪

義

に

人

れ

て

.

L:

司
へ
値
上
げ
請
願
襄
め
た
。 

「

舟
方
取
締
御
受
書
之
事 

‘

ー
丨
差
I

沼
通
4

乘

共

之

儀

は

廻

糞

外

大

切

！

1

取
扱
、
正
路
ニ
渡
世
可
仕
段
、！g

t

論
も
有
之
、
舟
稼
仕
來
昨
處
、
近

來
諸
色
格
外
高
直
二
相
成
、
享
I

御
定
之
舟
賃
ニ
管
、
當
今
之
時
節
一
同
取
續
德
間
、
相

冪

I

之
儀
相
願
完
、
御
讶

之
上
、
其
御
筋
ね
被
仰
立
办
音
、
向
後
別
I

場
舟
方
巾
合
、
馨

物

受

渡

等

、
悉
入
念
取
扱
可
I

、
萬
一
心
得
違
之
者r

〗

P

荷
，！̂

I

不
蛋
取
行
有
之
s

f
、

一
同
之
取
締II.

為

リ

办

間

、
其
者
舟
稼
暴
留
之
趣
承
知
仕
昨
、
右
4

休
風P

一一1

9
 

I

衰

微

之

蓝

ニ

付

、

其

期

，
一

お

ょ

ひ

本

人

為

論

仲

間

共

決

屋

背

仕

麗

外

、
都

L

前

差

上K

書

面

之

睡

、

”

 N
U

厚
K

J

P
相
寒
積
縢
積
不
仕
、
農

增

錢

不

受

、
步
合
無
遲
滯
相
納
、
通
舟
董
を
心
懸
、
惡
敷
風
聞
等
無
之 

4
、

：

一
同
出
精
可
仕
'

爲
後
念
取
締
連

印
暴

書

差

上

申

處

如

件

. 

;

璧

I

十
月 

m

l

印

見
沼
通
船
ミ
御
定
迤
賃

i

 

ニ

七
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見
沼
通
船
^
御
.定
運
貨
/:
*

1

1

A

.(

七
■七
四)

:

:

舟

へ

主

条

之

W
 

通

舟

御

差

配

. 

し 

さ

ら

に

こ

れ

よ

り

も

簡

単

な

同

じ

意

味

の

文

書

を

船

乘

激

連

印

で

舟

中

：条

之

助

：に

一

札

を

入

れ

た

o
そ
の
結
果
暨
倍
半
に
增
額
さ
れ 

た
。
船
乘
が
差：

配
に
入
れ
た
請
書
は
次
ぎ
.の
如
く
で
あ
る
。
：

「

御

gr
書
之
事
.
.
.
.

見
沼
迎
舟
^
定
賃
割
梢
之
儀
•
は
願
立
之
通
リ
當
黄
年
ぶ
壹
倍
丑
割
增
、
其
御
筋
御
聞
.濟
モ
相
成
、
尤
永
ル
割
增
之
義V

難
被
仰
付
、 

此
後
卿
價
引
下
ケ
办
節
爻
元
賃
錢
ニ
ゐ
運
送
之
積
リ
可
相
心
得
旨
被
仰
渡
办
趣
被
仰
聞
奉
畏
±
、
然
ル
所
舟
乘
北
ハ
格
別
出
精
之
た

め
步
合
納
方
之
儀
t
避
迄
之
一
佶
を
以
相
納
、
.外
五
割
之
義
{
爲
助
成
舟
_乘
共
.ね
被
下
^
趣
.、
迖
厚
情
之
程
ー
同
忝
奉
佯
㈧
、
別
资 

諸
荷
物
運
送
方
入
念
.'
荷
主
迷
惑
無
之
機
可
仕
昨
、
■爲
傲
代
私
典
御
請
印
形
仕
置
ゆ
以
上
、
'

.

'

武
州
足
立
郡
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|
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慶
應
ニ
苹
寅
倾
月
：
 

見
沼
通
舟
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乘
惣
代
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治

郞
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堀內
河岸
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五
郎

.

.

■

'

舟
‘：生

牵

之

.助

 

通.

舟御差配

 

‘」

右
に
依
れ
ば
運
賃
は一

倍
半
と
な
つ
た
が
、
同
時
に
納
入
す
る
も
の
は
倍
額
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
右Q
文
奪
だ
け
で
は
頓
る
意
咪 

不
鮮
明
で
.あ
る
。
■も
し
納
入
す
ベ
き
運
上
金
等
が
倍
と
な
つ
.た
と
.解

す

る

な
.
.ら
ば
、
船
頭
侧
は
有
利
で
あ
る
が
、
も
し
ぉ
貞
の
倍
に
欠 

o
た
\ノ
は
#SI-R.

取

上

げ

?r
.
.辑
增
0
分
/<
5
け
#,
^
'に
敗
へ
ら
れ
'た
と
.解
す
る
な
.ら
ば
、
船
頭
は
.あ

ま

り

利

益

を

得

ら

.
ル
な
か
っ

た

こ 

と
に
な
る
。

最
後
に
船
乘
達
が
こ
の
請
書
を
出
す
前
に
、
即
ち
十
一
月
ニ
.十
日
に
通
船
差
配
高
田
小
太
郞
は
右
値
上
げ
を
關
係
村
$
に
通
達
す
べ 

き
旨
を
命
ぜ
ら
れ
そ
の
.請
書
を
御
勘
定
所
へ
提
出
し
て
ゐ
る
。
そ
の
文
面
は
こ
、
に
省
略
す
る
が
、
頌
鐵
藤
三
P 
ニ

月ル！：：

キ

,i
振
#
 

關
係
村
//と
0
取
極
め
は
多
少
興
味
が
あ
る
と
思
ふ
か
ら
次
ぎ
に
紹
介
し
て
置
く
0

「

巢

年

諸

色

髙

直
7L
運
賃
u

i
't
取
續
^
、
無
餘
_
去
'ル
子
年
中
は
村
/
^
慈̂
愛
を
以
、.靖
方
相
願
運
送
^ '
自
^

物
.寶(

價
ヵ〕 

稀
之
引
上
、
銘
ミ
何
分
-
i
cも
力〕

.雛
取
續
-
依
之
馨
差
配
高
田
小
太
郞
ょ
り
其
筋
峯
願
、
馨
五
割
增
御
聞
濟
之
趣
、
同
人 

ょ
り
其
^
^
^
,

$
V2
及
^
達
阼
處
ほ
承
知
一
一
相
成
^
存
^
、
0

ル
上
t
以

來

左

之

通

卿

廻

來

積

込

之

節

V

差
配
幷
舟
方
之
#
、
は 

和
方
役
人
等
立
#
、
貫
'目
輕
重W

舟
方
之
者
見
^
之
俊
、
三
四
俵
河
岸
場
！

I

お
ひ
て
篤
方
帥
目
相
改
稹
入
冲
上
V

M
喰
合
切
K

無 

之
様
大
切n

I

可
仕
昨
、
勿i

i

萬 

一
I

合
切
決
、
霉

出

來

、

臨

露

人

用

等

相

掛

ふ

ハ

、
、

S

對

談

產

リ

獲

ニ
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御

廻

米

積

入

日

ょ

り

水

場

迄

ロ

數

6
”

義
t
運
賃
二
見
込
有
之
昨
間
、
旅
會
ヶ
間
敷
義
決
あ
申
間
敷
昨
、
尤
典 

余
R
數
打
懸
リ
外
て
、
是
迄
之
通
リ
は村

/.

思
召
之
.
手̂
當
被
成
下
昨
事
t 

.

右

者

運

賃

當

馨

鐘

舟

霞

高

田

尖
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窜
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村
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ノ
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村
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,
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川

村
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■牟

家

.
村
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■
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ノ
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:

と

の

書

面.に
依
れ
ば
非
合
法
的
な
値
上
げ
は
、
.す
で
に
元
治
元
年
に
荷
主
と
相
對
で
行
は
れ
て
ゐ
た
.の
.で
あ
る
。
そ
の
程
度
は
解
ら 

ぬ
：が
、
勿
論
非
合
法
的
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
b
引
上
げ
，
る

こ
と
は
出
來
な
か
つ
.た
の
で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
一
文

が「

昆

沼

通

船

御

用

留
-
 

と
題
す
る
書
物
の
最
後
の
紙
に
記
さ
4

て
ゐ
：る
0
そ
の
.後
明
治
の
變
革
に
依
つ
て
如
何
な
る
影
響
を
受
け
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
序
で 

に
こ
の
文
書
中
、「

嵐
唆
合
切
決
手」

と
云
ふ
語
義
に
つ
い
て
、
傅
聞
の
士
の
敎
を
乞
ひ
た5

。

こ
の
內
決
の
.
字

は

霞

書

か

れ

て

ゐ

る
 

草
休
の
決
の
字
で
は
な
く
、
沢
と
も
讀
め
る
字
が
書
い
て
あ
る
。

以
上
私
は「

見
界
通
«*
記

錄」

一
一
冊
及
び

「

見

消

通

船

御

用

留

」

豐
冊
の
中
か
ら
多
少
筑
要
と
思
は
れ
る
も
の
を
摘
出
し
て
紹
介
し 

た
。
r
號

の「

見
沼
通
船
と
小
山
田
與
淸」

に
お
ゐ
て
は
單
に
小
山
田
與
淸
に
つ
い
て
興
味
が
あ
つ
た
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
に 

現れた差&!船主船害人及び

.船
頭
、
四
者
の
.1-
1
の
维
議
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
を
實
例
に
依
つ
て
示
さ
ん
と
し
た
の
で 

あ
る
。
そ
し
て
通
船
株
、
即
ち
獨
占
權
を
廻
つ
て
行
は
れ
た
各
自Q
利
益
霉
を
述
ベ
た
の
で
I

O
そ
の
通
船
事
業
は
む
し
ろ
漸
次 

に
交
通
運
輸
の
機
關
と
し
て
有
用
に
な
つ
て
來
て
■ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
、
通
船
そ
の
も
の
は
却
つ
て
衰
微
を
示
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
單
乞

靈

者

が

利

益

暴

？

ゐ
た
た
め
の
み
な
ら
ず
、
嚣

€
裳

値

段

Q

制
度
が
著
し
く
斯
業
i

f

阻
止
し
た
？

あ
つ
た
。
前 

"TI

に

述

へ

た

言

に

通
船
の
船
舶
數
は
決
し
て
四
拾
艘
に
限
究
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
も
し
雲
が
適
度
に
增
額
さ
れ
、
相
當
の
利 

益
を
擧
げ
得
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
も
つ
と
麗
し
た
ら
ぅ
と
思
は
れ
るc

享
保
士
ハ
ハ
キ
通
船i

始
以
來
、
慶
應
ニ
年
ま
で
百
四
十
六
屯 

間
同
じ
列
賃
に
來
縛
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
今
日
か
ら
は
殆
ど
想
像
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そQ

間
に
不
法
又
は
不
正Q
行
爲
が
な 

さ

る

-
^
こ

と

は
當
然
で
あ
る
。
•小
山£

氏
が
關
係
し
た
文
政
期
以
來
_

の
な
か
つ
た
年
は
一
年
も
な
か
つ
た

と

r

•風
聞
記」
の
記
敦 

は
述
べ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
小
⑴
畏

Q

不
法
不
徳
に
祟
す
f

w
ふ
ょ
り
も
*
御
產
賃
に
歸
す
べ
f

Q
で
あ
ら
ぅ
。
藤
府
の 

#
つ
た£

：：

謂

「

本
途
l.
ic
J
の
政
策
が
產
業
の
發
達
を
肌
止
し
た
こ
と
は
、
單
に
見
沼
通
船
の
場
合
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
1
合
の

如
き
は
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
るo

(

昭
和
十
二
年
四
月
ニ
十一

日
稿)

見
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